
令和 7年 10 月 28 日 

を開催します

記 

１ 展覧会名称 

企画展「彦根藩儒学の胎動―新たな学びの 18 世紀―」 

２ 会   期 

令和 7年(2025 年)11 月 8 日(土)～12 月 7 日(日) 会期中無休 

開館時間：午前 8時 30 分～午後 5時（入館は午後 4時 30 分まで） 

３ 会   場 

彦根城博物館 展示室 1 

４ 展示の趣旨 

儒学は、孔子
こ う し

（前 552 頃‐前 479）を開祖とする社会思想である儒教を根本とし、中

国南宋
なんそう

時代
じ だ い

の朱
しゅ

熹
き

（朱
しゅ

子
し

）（1130-1200）らにより体系的な学問となり、日本にもたら

されました。儒教のうち、とりわけ儒教道徳に基づく上下の秩序を重視する朱子学は、

江戸時代には、幕府や各藩により社会・政治秩序を安定的に保つ上で役立つ学問として

重んじられ、また、その教えを平易に紹介した版本の普及により、武士から庶民にまで

広く浸透していきました。 

 彦根藩では、立藩以来、学問よりも武芸を尊ぶ気風がありましたが、17 世紀末以降、

儒学を積極的に学ぼうとする人々が現れます。18 世紀前半にかけては、京都の朱子学

者浅
あさ

見
み

絅
けい

斎
さい

（1652-1711）とその弟子若
わか

林
ばやし

強
きょう

斎
さい

（1679-1732）の教えが広まり、一部の

藩士や町人らに受け入れられました。とくに、強斎とその弟子は、彦根城下や高宮
たかみや

宿
しゅく

（彦 

このたび、彦根城博物館において、みだしの展覧会を開催いたしますのでお知らせします。

つきましては、広報についてご高配を賜りますようお願い申し上げます。 



根市高宮町）において、講師が受講者へ講義する「講釈
こうしゃく

」によって儒学の経典を読解

して教授し、多くの聴衆を集めました。 

 18 世紀前半からは、儒学を現実の政治に活かそうと試みた江戸の儒学者荻生
おぎゅう

徂
そ

徠
らい

（1666-1728）の教えも彦根の中・下級藩士を中心に受容されます。彼らは、同じ書物

を輪読して対等に議論する「会読
かいどく

」の場を設け、儒学の経典を解読して、その解釈につ

いて議論を交わし、ときにはその議論が政治批判に発展することもありました。 

 18 世紀後半には、それまで好学の藩士を中心に学ばれていた儒学は、藩内で家臣教

化の要として認められるようになりました。さらには、徂徠の教えを重視した彦根藩士

野
の

村
むら

東
とう

皐
こう

（1717-84）らにより、儒学によって人材を養成する場の必要性が説かれるな

ど、学校創設の機運が高まります。そして、その機運は、藩校稽
けい

古
こ

館
かん

の設立という形で

結実し、彦根藩士が儒学を学ぶ体制が整えられました。 

本展では、藩校創設につながる彦根藩における儒学の受容の様子や、人々の学びの実

態を紹介します。 

５ 展示作品 

別添リストの 45 件 

６ 観 覧 料 

一   般  700 円（560 円） 

小・中学生  350 円（280 円） （ ）内は 30 名以上の団体割引料金 

＊他の展示室も併せてご覧いただけます。 

７ 関連事業 

(1)ギャラリートーク

日 時：令和 7 年(2025 年)11 月 8 日(土) 午後 2時～ ＊30 分程度 

会 場：当館展示室 1 

参加費：無料 ＊展示室の入室には、観覧料が必要です 

講 師：柴﨑謙信（当館学芸員） 

(2)関連講演会「向
こう

学
がく

の時代―18 世紀彦根の儒学者たち―」 

日 時：令和 7 年(2025 年)11 月 15 日(土) 午後 2時～3 時 30 分 

＊受付は、午後 1 時 30 分から開始します。 

会 場：当館講堂 

資料代：100 円 ＊展覧会の観覧には、別途、観覧料が必要です。 



定 員：50 名（当日受付、先着順） 

講 師：柴﨑謙信（当館学芸員） 

８ 展示担当者 

彦根城博物館 学芸史料課 柴﨑 謙信 

（連絡先）所在地：〒522-0061 滋賀県彦根市金亀町 1番 1号 

電 話：0749-22-6100 FAX：0749-22-6520 

E-mail：museum@mx.hikone.ed.jp 
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作 品 解 説

１. 二字書「順行」 1幅 （作品リストNo.8）
に じ しょ じゅんこう

徳川綱吉筆
とくがわつなよし

縦 50.3㎝ 横 85.7㎝

元禄9年（1696）
げんろく

当館蔵（井伊家伝来資料）

五代将軍徳川綱吉直筆の

書。本作品は、綱吉が諸大

名に対して儒学書の講釈を

行った際に、井伊家四代直興
い い なおおき

が綱吉から拝領したもので

す。儒学に傾倒していた綱

吉は、儒教道徳に基づいた

上下の秩序を重視し、それ

によって太平の世の社会を

統治していくことを目指し

ました。「順行」とは、儒教の教えで道理に従うことを意味する言葉です。また、その左

には、家臣は君主への忠孝を忘れてはならないとする「孝経」（孔子が「孝行の道」に
こうきょう こう し

ついて説いた儒教の経典の一つ）の一説が記されています。

２. 若林 強斎肖像（部分） 1幅 （作品リストNo.18）
わかばやしきょうさいしょうぞう

小浜市指定文化財

縦 108.0㎝ 横 28.0㎝

江戸時代

小浜市立図書館蔵（西依家文書）
にしより け もんじょ

高宮（彦根市高宮町）ゆかりの儒学者 若林
たかみや

強斎（1679-1732）を描いた肖像画。京都で生

まれた強斎は、同地で儒学を学び、頭角を現し

ました。強斎にとって高宮は、崇敬する多賀大社
た が たいしゃ

の参道の入口に位置していただけでなく、妻

北川氏の出身地で親類も多くいたことから、特
きたがわ し

に縁のある地でした。遅くとも享保6年(1721)
きょうほう

頃からは、強斎は毎年正月と7月に同地へ逗留

し、儒学書の講義を行っていたこともわかって

います。

本作品は、作者は未詳ですが、強斎の姿をう

かがい知ることのできる貴重な資料です。



３. 垂加霊社再興勧請細記 1冊 （作品リストNo.22）
すい か れいしゃさいこうかんじょうさい き

小浜市指定文化財

縦 28.0㎝ 横 20.0㎝

江戸時代後期

小浜市立図書館蔵（西依家文書）
にしより け もんじょ

享保9年（1724）、若林 強斎は、高宮
わかばやしきょうさい たかみや

の門人の邸内に、垂加神道（江戸時
すい か しんとう

代初期に確立した神道の一派）の祖

山崎闇斎を祀る垂加霊社を勧請しま
やまさきあんさい

した。本作品は、寛政4年（1792）に
かんせい

それを再興した際の記録です。本作

には、高宮の強斎の門人たちが、「蔵
ぞう

脩館」という学習施設を建て、自主
しゅうかん

的に読書や討論を行っていたことが

記されています。強斎の門人たちの

日々の学びの様子が具体的にうかが

える稀有な資料です。

４. 琴所山人稿刪 1冊（作品リストNo.28）
きんしょさんじんこうさん

沢村琴所 著 種村箕山 編
さわむらきんしょ たねむら き ざん

縦 27.2㎝ 横 18.0㎝

宝暦2年(1752) 刊
ほうれき

京都大学附属図書館蔵

彦根藩士で儒学者の沢村琴所が詠

んだ漢詩を、門弟の種村箕山が編纂

した書物。18世紀前半、彦根藩では、

儒学を現実の政治に活かそうと試み

た江戸の儒学者 荻生徂徠の学問が、
お ぎゅう そ らい

中・下級藩士を中心に拡がっていき

ました。この普及の主たる担い手と

なった人物が琴所です。本作品の末

尾には、琴所の行状を記した墓碑の

銘文が収録されています。そこには、

琴所によって彦根藩領内に徂徠の学

問が広められたことで、それまで学

問を軽視していた彦根藩士が初めて詩書を読み、学問を志すようになったと記されていま

す。琴所は彦根に新たな学問の風をもたらした先駆者として知られたことがうかがえます。



５. 三翁国語考 5冊のうち1冊（作品リストNo.35）
さんおうこく ご こう

野村東皐 著
の むらとうこう

縦 13.5㎝ 横 19.0㎝

江戸時代中期

当館蔵（井伊家伝来典籍）

当時江戸詰めであった彦根藩士で儒学者の野村東皐が、「国語」（中国春 秋時代（前770
しゅんじゅう

-前453）の歴史書）の会読をめぐり、彦根の朋友と交わした書翰などを記録したもの。東
かいどく

皐は江戸の儒学者 荻生徂徠に私淑し、朋友とともに務めの合間を縫って、徂徠が推奨す
おぎゅ う そ らい

る会読や詩会などの学問活動を日常的に行いました。会読は、複数人が集って一つのテキ
かいどく

ストを読み、議論を通じて理解を深めていく学習法を指します。師弟関係によらず、対等

に意見をぶつけあうことを範とした画期的な学習法でした。本作品からは、江戸と彦根に

離れていても、書簡を交わすことで会読を行っていたことがわかります。彼らの活発な学

問活動の一端がうかがえる資料です。

６. 学文乃意得 １冊（作品リストNo.41）
がくもん の こころ え

野村東皐 著
の むらとうこう

縦 27.8㎝ 横 20.4㎝

江戸時代中期

当館蔵（井伊家伝来典籍）

野村東皐が自身の学問観をま

とめた書。本作品には、東皐が、

当時教育係を務めた井伊家10代

直幸の庶子（跡継ぎ以外の男子）
なおひで しょ し

たちに対して、主君として有能

な人材を組織する術を身につけ

ることが肝要であると説いたこ

とが記されています。後にこの

提言は、藩士を学問によって教

育する機関 稽古館（藩校）の設
けい こ かん

立という形で結実しました。


